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資
　
　
料

資

一

難
勇
基
本
法
（
昭
和
三
〇
年
法
一
八
六
口
7
7
）
は
、
第
五
章
覆
燃
料
物
質
の

鍮
し
で
、
核
燃
料
物
質
に
関
す
る
規
制
（
青
し
と
予
料
物

質
の
譲
渡
命
令
（
法
、
一
三
条
）
を
、
第
六
章
「
原
子
炉
の
鑑
」
で
、

「
原
子
炉
の
建
馨
の
規
型
（
獄
＝
バ
製
価
）
を
、
第
八
章

「
放
射
線
に
よ
る
障
害
の
防
止
」
で
、
　
「
放
射
線
に
よ
る
障
害
の

防
止
謹
」
（
野
二
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
別
に
法
律
で
定
め
る
」

こ
と
に
し
て
そ
れ
に
ゆ
つ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
基
づ
く
法
律
と

し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子

炉
の
規
制
に
関
す
る
法
箕
鰯
歪
雄
写
）
と
放
射
性
同
位
元
素

等
に
よ
る
放
射
線
馨
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
二
年
法
、
一
六
七
号
）

　
　
　
　
　

で
あ
る
。
前
の
法
律
は
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
九
口
施
行
さ
れ
、

菊

池

勇

夫

後
の
法
律
は
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
の
で
関
係

の
政
令
や
規
則
が
多
数
制
定
さ
れ
た
。

　
（
亭
）
　
日
本
の
原
子
力
法
に
つ
い
て
は
、
私
の
『
原
子
力
法
学
の
展
望

　
－
特
に
そ
の
社
会
法
的
問
題
の
研
究
一
』
、
　
九
州
大
学
法
学
部
三

　
十
周
年
記
念
論
文
集
「
法
と
政
治
の
研
究
」
二
八
五
頁
以
下
参
照
。

二

　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法

律
の
施
行
。

　
こ
の
法
律
は
、
八
章
八
十
三
条
と
附
則
十
一
条
か
ら
成
り
、
「
公

布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
法
令

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
」
こ
と
に
な
。
て
い
た
（
籍
響
。

右
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
三
十
一
日
政
令
第
三
百
二
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資

十
三
号
と
し
て
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
の
施
行
期
日
を
昭
和
三
十

二
年
十
二
月
九
日
と
し
た
。
た
だ
し
、
原
子
炉
主
任
技
術
者
免
状

の
交
付
（
法
、
四
一
条
一
項
）
、
同
技
術
者
試
験
（
餅
廻
）
、
こ
れ
に
関

す
る
手
数
料
（
法
、
七
五
条
五
口
写
、
山
ハ
ロ
写
）
の
規
定
だ
け
は
、
こ
の
葎
公
布
の

日
（
昭
和
三
十
二
年
六
月
十
日
）
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　
施
行
関
係
の
政
令
と
し
て
は
左
の
よ
う
な
も
の
が
制
定
さ
れ
、

い
つ
れ
も
十
二
月
九
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
鵡
舗
三
二
四
。
τ
、
三
）

　
核
燃
料
物
質
、
核
原
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
定
義
に
関
す
る
政

令
（
蠣
至
が
髪
、
三
）

　
ま
た
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
九
日
の
官
報
で
次
の
諸
規
則
が
公

布
さ
れ
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
二
、
一
二
、
九
総
理
府
令
八
二
号
）

原
子
炉
の
八
三
羅
等
に
関
す
る
規
則
（
細
鯉
三
一
養
）

核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
二
、
一
二
、
九
総
理
い
府
令
八
四
号
）

　
核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
二
、
一
二
、
九
総
理
府
令
、
通
産
省
令
一
号
）

発
電
用
原
子
炉
施
設
規
則
上
書
塑
毎
一
同
、
九
）

　
こ
の
法
律
の
第
一
章
総
則
に
は
目
的
を
か
か
げ
て
、
　
「
原
子
力

基
本
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び

原
子
炉
の
利
用
が
平
和
の
目
的
に
限
ら
れ
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
利

用
が
計
画
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
し
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
に

よ
る
災
害
を
防
止
し
て
公
共
の
安
全
を
図
る
た
め
に
、
製
錬
、
加

工
及
び
再
処
理
の
事
業
並
び
に
原
子
炉
の
設
置
及
び
運
転
等
に
関

し
て
必
要
な
規
制
を
行
う
こ
と
」
と
す
る
（
法
一
条
）
。
次
に
定
義
と

し
て
「
原
子
力
」
、
　
「
核
燃
料
物
質
」
、
　
「
核
原
料
物
質
」
、
　
「
原

子
炉
」
、
　
「
製
錬
」
、
　
「
加
工
」
、
　
「
再
処
理
」
の
意
味
を
規
定
す

る
（
法
二
条
）
。
こ
れ
ら
の
霧
の
う
ち
、
「
原
子
力
」
に
つ
い
て
は

基
本
法
第
三
条
第
一
号
の
規
定
す
る
「
原
子
核
変
換
の
過
程
に
お

い
て
原
子
核
か
ら
放
出
さ
れ
る
す
べ
て
の
種
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

い
う
」
こ
と
に
な
．
て
い
る
（
法
二
条
一
項
）
。
し
か
し
「
藤
料
物

質
」
、
　
「
核
原
料
物
質
」
、
　
「
原
子
炉
」
、
　
「
放
射
線
」
に
つ
い
て

は
、
基
本
法
の
第
三
条
第
二
号
乃
至
第
五
号
で
、
　
「
政
令
で
定
め

24　（4●104）　458



　
　
る
も
の
」
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
が
た
め
に
前
記
の
核
燃

　
　
料
物
質
、
核
原
料
物
質
、
原
子
炉
及
び
放
射
線
の
定
義
に
関
す
る

　
　
政
令
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
核
原
料
物
質
」
に

　
　
つ
い
て
、
楽
法
（
三
条
三
号
）
は
、
ヲ
ラ
ン
鉱
、
－
リ
ウ
ム
鉱
そ
の

　
　
他
核
燃
料
物
質
の
原
料
と
な
る
物
質
で
あ
っ
て
、
政
令
で
定
め
る

　
　
も
の
」
と
定
義
し
た
の
に
基
ず
き
、
核
原
料
物
質
の
定
義
に
関
す

　
　
る
政
令
（
螺
三
口
㌍
5
が
制
定
さ
れ
、
先
に
こ
れ
を
廃
止
し
て
定

　
　
め
ら
れ
た
前
記
の
政
令
（
昭
和
三
二
年
、
三
二
五
号
改
正
三
三
年
、
一
三
号
）
で
は
、
ヲ
ラ

　
　
ン
着
し
く
は
ト
リ
ウ
ム
又
は
そ
の
化
合
物
を
含
む
物
質
で
核
燃
料

　
　
物
質
以
外
の
も
の
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
「
核
燃
料
物

　
　
質
」
は
き
わ
め
て
詳
細
に
娩
定
さ
れ
、
　
「
放
射
線
」
も
空
気
を
電

　
　
離
す
る
能
力
を
も
つ
電
磁
波
又
は
粒
子
線
を
具
体
的
に
列
挙
す
る

　
　
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
法
第
二
章
は
、
「
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
制
」
を
定
め
、
「
原

　
　
子
燃
料
公
社
以
外
の
者
で
製
錬
の
事
業
を
行
お
う
と
す
る
も
の

　
　
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
通
商

料
肇
大
臣
の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
融
立
襟
と
し

資　
　
た
。
　
こ
の
製
錬
事
業
の
指
定
及
び
関
係
規
定
は
、
　
施
行
令

（
猫
産
讐
競
買
で
定
め
・
り
れ
た
。
ま
た
前
記
の
核
原
料
物

質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業
に
関
す
る
規
則
は
、
許
可
又

は
認
可
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
申
請
手
続
等
を
定
め
た
。

　
特
に
、
保
安
規
定
に
つ
い
て
は
、
　
「
原
子
燃
料
公
社
及
び
製
錬

事
業
者
は
、
核
燃
料
物
質
に
係
る
製
錬
の
事
業
を
行
う
場
合
に
お

い
て
は
、
総
理
府
令
、
通
商
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

保
安
規
定
を
定
め
、
事
業
開
始
前
に
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
通
商

産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す
る
。
」
垂
庭
）
「
保
安
規
定
が

核
燃
料
物
質
に
よ
る
災
害
の
防
止
上
十
分
で
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
前
項
の
認
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
（
同
条
二
項
）
の
で
あ
．
て
、

所
管
大
臣
に
は
、
　
「
核
燃
料
物
質
に
よ
る
災
害
の
防
止
の
た
め
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
」
保
安
規
定
の
変
更
命
令
を
出
す
権

限
が
あ
る
（
同
条
三
項
）
な
お
保
安
規
定
論
る
霧
は
、
原
子
燃
料
公

社
及
び
製
錬
薯
と
同
様
に
そ
の
従
業
者
に
も
あ
る
（
同
条
）
。

　
法
第
三
章
は
、
　
「
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
制
」
で
、
　
「
原
子

燃
料
公
社
以
外
の
者
で
加
工
の
事
業
を
行
お
う
と
す
る
も
の
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
の
許
可
を
受
け
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料
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
L
（
粗
篭
こ
墾
κ
め
に
施
行
令
の
規

資
定
（
三
条
四
条
）
の
ほ
か
に
、
前
記
の
核
燃
料
物
質
の
空
の
嚢
に
関

　
す
る
規
則
が
制
定
さ
れ
、
許
可
又
は
認
可
を
要
す
る
事
項
に
つ
い

　
　
て
の
申
請
手
続
等
を
定
め
た
。
保
安
規
定
は
前
章
の
場
合
と
同
様

　
　
で
あ
る
（
老
）
。

　
　
丁
零
四
章
は
、
　
「
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
制
」

　
　
で
、
　
「
日
本
原
子
力
研
究
所
以
外
の
者
で
原
子
炉
を
設
置
し
よ
う

　
と
す
る
も
の
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大

　
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
」
（
法
二
三
条
一
項
）
許
可
の
基

　
準
と
し
て
次
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
、
　
「
基
準
の
適
用
に
つ
い
て
、

　
あ
ら
か
じ
め
原
子
力
委
員
会
の
意
見
を
き
き
、
こ
れ
を
尊
重
し
て

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
」
（
法
二
四
条
一
、
二
項
目

　
　
二
　
　
原
子
炉
が
平
和
の
目
的
以
外
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な

　
　
　
　
い
こ
と
．

　
　
こ
　
そ
の
許
可
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
子
力
の
開
発
及
び
利

　
　
　
用
の
計
画
的
な
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と

　
　
三
　
そ
の
者
（
原
子
炉
を
船
舶
に
設
置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は

　
　
　
そ
の
船
舶
を
建
造
す
る
造
船
事
業
者
を
含
む
）
に
原
子
炉
を

　
　
設
置
す
る
た
め
必
要
な
技
術
的
能
力
及
び
経
理
的
基
礎
が
あ

　
　
り
、
か
つ
、
原
子
炉
の
運
転
を
適
確
に
遂
行
す
る
に
足
り
る

　
　
技
術
的
能
力
が
あ
る
こ
と
。

　
四
　
原
子
炉
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
が
核
燃
料
物
質
（

　
　
使
用
済
燃
料
を
含
む
）
、
核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

　
　
た
物
又
は
原
子
炉
に
よ
る
災
害
の
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の

　
　
で
あ
る
こ
と
。
」

　
原
子
炉
の
設
置
の
許
可
等
の
申
請
手
続
は
、
施
行
令
第
五
条
乃

至
第
七
条
に
規
定
し
た
ほ
か
、
前
記
『
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等

に
関
す
る
規
則
』
で
詳
細
に
定
め
た
。
　
な
お
原
子
炉
に
関
し
て

は
、
特
に
「
保
安
の
た
め
講
ず
べ
き
措
置
が
あ
り
（
鉱
レ
猛
条
）

右
の
規
則
に
よ
っ
て
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
前
章
に
類
す
る

保
黒
帯
も
あ
る
（
割
書
。
ま
た
原
子
炉
主
任
技
術
者
に
関

す
る
規
定
が
あ
り
（
肇
知
慧
ら
）
、
施
行
令
第
二
章
と
規
則

（
則
一
六
条
以
下
）
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
り
に
公
請
雨
及
び
旧

電
気
事
業
法
に
基
づ
く
、
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
設
備
と

発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
別
に
前
記
発
電
用
原
子
炉
施
設
規
則
が

制
定
さ
れ
た
。
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法
第
五
章
は
、
，
「
再
処
理
の
事
業
に
関
す
る
規
制
」
で
、
　
「
原

子
燃
料
公
社
以
外
の
者
は
、
再
処
理
の
事
業
を
行
っ
て
は
な
ら
な

い
。
」
た
だ
し
呆
原
子
力
研
究
所
だ
け
は
例
外
で
あ
る
（
鷹
響

再
処
理
に
つ
い
て
も
、
　
「
保
安
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
」

（磁

ﾗ
）
、
目
安
規
定
L
（
羅
）
の
規
定
が
あ
る
。
ま
た
核
燃
料

物
質
使
用
の
許
可
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
（
法
五
二
条
以
下
）
、
施
行
令
の
規

定
（
令
八
条
九
条
）
の
ほ
か
、
特
に
前
記
の
核
燃
料
物
質
使
用
等
に
関
す

る
規
則
が
定
め
ら
れ
た
。

　
『
原
子
炉
の
設
置
、
　
運
転
等
に
関
す
る
規
則
』
第
八
条
と
、

『
核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規
則
』
第
三
条
第
六
号
に

は
、
　
「
許
容
週
線
量
」
、
　
「
許
容
濃
度
」
、
　
「
許
容
表
而
濃
度
」
を

規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
呉
体
的
内
容
を
昭
和
三
十
二
年
十
二
月

二
十
八
日
、
科
学
技
術
庁
告
示
第
九
号
で
定
め
、
こ
れ
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
十
二
月
九
日
か
ら
適
用
し
て
い
る
。

三

二　
　
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法

資　
律
の
施
行
。

　
こ
の
法
律
は
、
七
章
五
十
九
条
と
附
則
か
ら
成
り
、
　
「
第
三
十

五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
五
章
の
規
定
並
び
に
第
四
十

九
条
中
放
射
線
取
扱
主
任
者
に
係
る
部
分
及
び
附
則
第
七
項
中
放

射
線
審
議
会
に
係
る
部
分
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
」
が
、

そ
の
他
は
す
べ
て
「
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
」

（
附
則
一
項
）
も
の
で
あ
る
。

　
施
行
関
係
の
政
令
と
し
て
は
、
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放

射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
三
、
一
、
二
四
政
令
一
四
口
5
，
）

と
、
核
燃
料
物
質
、
核
原
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
定
義
に
関
す
る

政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
三
三
、
一
、
二
四
政
令
＝
二
号
）
が
制
定
さ

れ
た
。
後
の
政
令
は
前
記
の
題
名
を
、
核
燃
料
物
質
、
核
原
料
物

質
、
原
子
炉
及
び
放
射
線
の
定
義
に
関
す
る
政
令
と
改
め
、
新
た

に
放
射
線
の
定
義
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
法
律
第
一
章
の
総
則
に
は
、
目
的
と
し
て
、
　
「
原
子
力
基

本
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
放
射
性
同
位
元
素
の
使
用
、
販
売
そ

の
他
の
取
扱
並
び
に
放
射
性
同
位
元
索
装
備
機
器
及
び
放
射
性
発

生
装
置
の
使
用
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
る
放
射

線
障
害
を
防
止
し
、
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
」
を
か
か
げ
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（
箪
二
条
）
、
用
語
の
定
義
と
し
て
、
　
「
放
射
線
」
、
　
「
放
射
性
同

料　
　
位
元
素
」
、
　
「
放
射
性
同
位
元
素
装
備
機
器
」
、
　
「
放
射
線
発
生
装

資　
　
置
」
を
規
定
す
る
と
と
も
に
そ
れ
ら
の
具
体
的
内
容
は
ご
れ
を
政

　
　
令
に
ゆ
づ
・
で
い
る
（
第
二
条
）
。
「
放
射
線
」
は
、
基
本
法
の
規

　
　
定
し
た
竃
磁
隻
は
粒
子
線
L
（
基
本
法
三
条
五
号
）
を
、
前
記
の
定
義

　
　
政
令
で
具
体
的
に
「
一
　
ア
ル
フ
【
・
線
、
重
陽
子
線
、
陽
子
線
及

　
　
び
ベ
ー
タ
線
、
二
　
中
性
子
線
、
三
　
ガ
ン
マ
線
、
四
　
百
万
電

　
　
子
ボ
ル
ト
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
電
子
線
及
び
エ
ッ
ク
ス

　
　
線
」
と
定
め
た
。
　
「
放
射
性
同
位
元
素
」
、
　
「
放
射
性
同
位
元
素

　
　
装
備
機
器
」
、
　
「
放
射
線
発
生
装
置
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
施
行
令
第
一
条
か
ら
第
三
条
ま
で
が
具
体
的
に
定
め
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
法
律
第
二
章
は
、
　
「
使
用
及
び
販
売
の
業
の
許
可
」
で
、

　
　
「
放
射
性
同
位
元
素
、
放
射
性
同
位
元
素
装
備
機
器
又
は
放
射
線

　
　
発
生
装
置
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ

　
　
に
よ
り
、
科
学
技
術
長
官
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

　
　
（
法
三
条
項
）
と
し
た
．
販
売
の
許
可
並
び
に
許
可
叢
の
変
更
の
許
可

　
　
に
つ
き
申
請
書
の
記
載
事
項
、
そ
の
添
付
書
類
に
記
載
す
べ
き
事

　
　
項
等
は
施
行
令
が
定
め
た
（
令
四
条
か
ら
七
条
ま
で
）
．
「
使
用
の
許
可
の
基

準
L
（
法
六
条
）
に
は
、
「
放
射
線
障
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
な
い

こ
と
」
が
捲
げ
ら
れ
て
い
る
。
施
行
令
の
第
三
章
「
使
用
施
設
等

の
基
準
」
に
は
、
着
用
施
設
の
基
準
L
（
齢
条
）
、
「
貯
蔵
施
設

の
基
準
」
（
蛉
条
）
、
廃
棄
嚢
の
基
準
L
（
繕
。
及
び
「
詰

篭
設
の
二
藍
（
八
エ
一
条
）
を
信
望
定
め
て
い
る
。

　
こ
の
法
律
第
三
章
「
使
用
者
、
販
売
業
者
等
の
義
務
」
で
は
、

「
使
用
襲
等
の
基
準
適
合
霧
」
を
定
め
（
法
一
三
条
）
、
「
使
用
の

基
準
」
（
法
一
五
条
）
、
「
保
管
の
基
準
」
（
婁
）
、
「
運
搬
の
基
準
」

（
法
一
八
条
）
、
廃
棄
の
基
準
L
（
磐
を
か
か
媛
塞
準
適
合
命

令
し
が
出
せ
る
よ
う
に
』
し
い
る
（
法
一
四
条
）
。
ま
た
放
射
線
障
害
に

つ
い
て
は
、
「
予
防
規
定
」
（
誰
）
、
「
馨
訓
練
」
（
毫
）
、

「
堕
罪
の
発
見
」
（
法
二
三
条
）
、
「
障
害
を
受
け
た
者
又
は
受
け
た

お
そ
れ
あ
る
者
に
対
す
る
謹
」
（
法
二
匹
条
）
を
規
定
し
て
い
る
。
な

お
放
射
性
同
位
元
素
に
つ
い
て
は
、
　
「
譲
渡
及
び
譲
受
の
制
限
し

（
法
二
九
条
）
、
「
所
持
の
制
限
」
（
讐
、
最
扱
の
制
墜
（
歪
）

及
び
冠
険
時
の
謹
L
（
法
三
三
条
）
が
塞
ら
れ
て
い
る
．

　
こ
の
法
律
の
第
四
章
は
、
　
「
放
射
線
取
扱
主
任
者
」
に
つ
い
て

規
定
し
て
お
り
（
法
三
四
条
か
ら
三
八
条
ま
で
）
、
主
任
者
の
「
認
定
の
基
準
」
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を
施
行
令
で
定
め
て
い
る
（
令
一
二
条
）
。
導
者
に
関
す
る
部
分
は
施

行
令
の
公
布
さ
れ
た
昭
和
三
十
三
年
一
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
。こ

の
葎
条
章
の
「
放
射
線
議
会
」
（
法
三
九
条
以
下
）
に
関
す
る

部
分
は
、
公
布
と
と
も
に
施
行
さ
れ
た
。

　
ほ
か
に
、
施
行
令
で
は
、
　
「
放
射
線
検
査
官
の
定
数
（
二
十
人
）

及
び
籍
」
（
老
、
「
手
数
料
」
（
齢
鎗
）
に
つ
い
て
定
め
て
い

る
。
な
お
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
事
務
は
原
子
力
局
の
所

掌
霧
に
加
え
ら
れ
た
（
科
学
按
術
三
組
織
工
の
一
部
改
正
）
。

四

　
　
　
I
L
O
（
国
際
労
働
機
関
）
は
、
原
子
力
の
平
和
利
用
に
つ
い

　
　
て
強
い
関
心
を
示
し
て
お
り
、
国
際
原
子
力
機
関
の
発
足
に
際
し

　
　
て
両
．
機
関
の
協
力
に
関
す
る
文
書
を
交
換
し
た
（
国
際
労
働
局
第

　
　
＝
二
七
回
現
高
会
報
告
書
）
。
　
他
方
ま
た
、
か
ね
て
よ
り
討
議
調

　
　
査
を
進
め
て
い
た
「
放
射
線
に
対
す
る
労
働
者
の
保
護
」
も
、
理

料　
　
事
会
の
審
議
を
経
て
一
九
五
九
年
六
月
の
第
四
十
三
回
総
会
の
議

資　
　
題
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
の
一
九
五
七

年
十
月
　
　
十
一
月
の
第
一
三
七
回
理
事
会
に
は
、
　
『
放
射
線
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ま
ノ

対
す
る
労
働
者
の
保
護
に
関
す
る
立
法
及
び
措
置
の
報
告
書
』
が

提
出
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
に
は
加
盟
国
で
関
係
立
法
及
び
措
置

に
つ
い
て
な
ん
ら
か
の
通
報
し
た
も
の
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
ド
イ
ツ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ

ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ル
ク
、
エ
ヂ
プ
ト
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

イ
タ
リ
ー
、
日
本
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
ウ
ィ
ス
、
南
阿

連
邦
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
二
十
三
力
国
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

四
分
の
一
だ
け
が
最
近
の
関
係
立
法
を
持
つ
も
の
で
、
お
よ
そ
二

分
の
一
の
諸
国
が
立
法
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
日
本
は
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
二
法
律
を
通
報
し
た
の
で
、
も

っ
と
も
新
ら
し
い
立
法
を
持
つ
国
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
後
施
行
関
係
の
諸
法
令
を
整
備
し
て
実
施
段
階
に
入

っ
た
か
ら
、
先
進
国
的
地
位
を
占
め
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

（
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①
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一
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Φ
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。
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葛
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0
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昌
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B
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①
o
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司
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ω
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九
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、
一
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）
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